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福島中央ロータリークラブ会報 

2025年5月28日(水) 
第36回（通算1623回）  

ウェディング エルティ 
「福島南RC・福島中央RC 

合同夜間例会」 

 皆様こんばんは 

只今ご紹介いただきました、福島中

央ロータリークラブ会長の佐藤信雄

です。 

 

 本日は福島南ロータリークラブ様がホストとなっていただ

いての合同夜間例会です。福島南RCの皆様にはご準備をし

ていただきありがとうございます。感謝申し上げます。 

 福島南RC様とは、昨年末まで例会場、例会日が同じでご挨

拶を交わす機会がありましたが、今年から福島中央RCの例

会場を福島テルサのエフズサンパレスに変更したためお会い

する機会が少なくなり、この合同例会はとても貴重な場と

なっております。 

 常日頃、赤間浩一会長様、笠雅樹幹事様には会長幹事会を

はじめ多くの場で大変お世話になっております。最近では、

県北第一分区事業の「健康ウォークラリー」では、新緑の吾妻

運動公園内でのラリーで、ラリーと言ってもスピードを競う

ことなく、ゆったりとした散策で軽く汗ばみ、後期高齢に入っ

た私としては健康に良くすがすがしい気分でした。終了後、

歩数計を見ると約１万歩でした。お世話になりました。 

  

グローバル補助金を利用してのフィリピン・セブ島の井戸・浄

水設備については頓挫してしまいましたが、代わってキッチ

ンカー贈呈の案件が浮上しております。現在、現地からの報

告待ちで次年度以降に進展を見る事になると思われますが、

福島中央RCは初めての海外での事業で不安が多く、菅野様

はじめ皆様のお世話になることが多くなると思われます。よ

ろしくお願い申し上げます。 

  

6月14日に、すでにご案内申し上げておりますが、福島中央

ロータリークラブ創立35周年記念式典と福島中央ローター

アクトクラブ創立10周年記念式典を挙行いたします。記念講

演には東京足立ロータリークラブ会長の吉田和敏様にお願

いしております。吉田様は元ボクサーで現在ボクシングのレ

フリーをなさっております。楽しいお話が聞けると思います。

また祝賀会の祝奏では「ふくしまチェンバー・オーケストラ」の

フルート・ヴァイオリン・チェロ・ピアノと4名のプロの演奏を

お楽しみいただきます。式典について準備万端整えており、

多くの皆様のお越しをお待ちしております。 

福島中央ロータリークラブ 

佐藤 信雄会長あいさつ 



2 

今日は合同夜間例会と言う事で、

福島中央ロータリークラブの皆様

にはどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

入会歴の浅い方は分からないと思います。まだ、クーラ

クーリアンテ・サンパレスがあった頃に、福島中央ロータ

リークラブ様と、福島南ロータリークラブは隣同士の会場

で例会が実施されておりました。 

 隣同士でありながら、同じ曜日・同じ時間帯であったた

めにお互いの会員同士でメーキャップすることが出来ない

と言う事から、それならば合同で例会を実施しましょうと

言う経緯から実施されるようになったと伺っております。 

 

 お互いに見ず知らずの会員もいるかもしれません、顔は

見たことあると言う会員もいるかもしれません。 

しかし、そのような中でも友人が出来ると言う事が私自身

経験しましたので、お話したいと思います。 

昨年１０月に福島２１ロータリークラブ様主催で青少年ス

ピーチコンテストと言うイベントが桜の聖母短期大学で実

施されまして、参加と言いますか観覧してまいりました。 

前半はイベント名の通り国内外関わらず青少年のスピーチ

が行われ、後半のアトラクションや結果発表の前に小休止

があったので私は一人で外へ出たら、２１ロータリークラ

ブの方たちも外で休憩をしておりましたので、その輪に勝

手に入り込んで他愛もない話を一緒にさせていただきまし

た。 

そろそろ後半が始まろうと言うときに、２１ロータリーク

ラブの伊藤幹事からバックヤードに来てみますか？とお誘

いをいただきまして、私は中々そのような経験をすること

が出来無いと思い、伊藤幹事の後ろを付いてバックヤード

に連れて行っていただきました。 

するとどこからどう見ても前年度ガバナー補佐を務められ

ていた安部敏弘がタブレットやらパソコンを操作して会場

の音響やら照明を操作しておられました。 

安部さんと私はクラブへの補佐訪問終了の際に喫煙所でお

疲れさまでしたくらいの会話をしたことはあるものの、そ

れ以外の会話はほとんどしたことが無かったのですが、安

部さんですか？と声をかけたのに対し、安部さんもある程

度は私の存在を分かってくれていたかのようにこんにちは

と声を返してくれたのでした。 

 

安部さん今日は仕事ですか？とお聞きしたところ、本業は

製造業なのだけれども趣味が高じてこんなこともやるよう

になったんだと説明してくれたので、私も製造なんですと

説明すると、えっ！何を作っているの？やどんな設備持っ

てるの？とお互いに製造業なので興味を示してくださり、

後半が始まる前ではありますが、舞台袖で少しお話をさせ

て頂き、今度遊びに行くからと言われたのですが、おおよ

そ社交辞令だと思っていたのであまり気にせずにおりまし

たが、休み明けの月曜日にまさかの安部さんから会社に電

話があり、色々とお話して次の日の火曜日には私が安部さ

んの会社に伺うことになりました。 

 

伺った際には創立の経緯や本業以外に行っていることなど

をお話し、その後作業現場を色々と見せていただき、私が

帰社しようとすると、次は私が遊びに行くからねと仰って

いただき、その週の内に安部さんが来社して、同じように

仕事の内容だとか、現場を案内し、楽しかったし勉強に

なったと仰って帰られたのでした。 

その後地区大会で再会した際には、参考になったからうち

でもこんな事を始めたんだよと声を掛けていただく事もし

ていただきましたし、常に合えば仲良くお話をさせていた

だく事になっております。 

私はこのような事例も職業奉仕だと言えるのではないかと

思っています。 

また、１年前のこの合同夜間例会におきましても、隣に

座っていたのが福島中央ロータリークラブ会員の植木 博

隆さんで、１年前は初めましてだったのですが、あの時を

きっかけに合えば常にお話をする様な仲となる事が出来ま

した。 

 

このように通常例会以外のイベントに参加することによっ

て、ロータリーの目的のひとつでもあります、『知り合い

を広めて奉仕の機会とする事』を自然と実施出来てしまう

のではないかと思います。 

今日この日から、もしかしたら友人となる方が現れるかも

しれませんので、本日は歓談の時間をたっぷりと準備させ

ていただきました。 

是非、ゆっくりと、そして楽しくお過ごしいただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

  

本日は以上で挨拶とさせていただきます。 ありがとう御

座いました。 

福島南ロータリークラブ 

赤間 浩一会長あいさつ 
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ソングリーダー  河谷 元 様 四つのテスト  菊地 和宏 様 

懇親会中締め 鈴木 努会長エレクト 

福島中央RC・福島南RC  S.A.A. 

ソングリーダー  坂本 和司会員 
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本日の出席率 
会員数          43名 

出席者総数        21名 

 うち出席免除会員出席  1/5名 

出席率      53.8％ 

■坂本 和司会員 
 先週の２２日に新しいセブンイレブンが開店しました。  
 １１５号線あづま脳神経外科病院の向かいです。 
 宜しくお願い致します。 

ニコニコBOX委員会報告 
植木 博隆委員 

安藤 正道 

植木 博隆 

梅津 寿光 

大出 隆秀 

大澤 益三 

鍛冶 輝雄 

川瀬 哲雄 

菅野 幸一 

斎藤 高紀 

坂本 和司 

佐藤 和子 

佐藤 信雄 

佐藤 元彦 

佐藤 龍史 

宍戸 宏行 

鈴木 努 

多田 憲司 

芳賀 裕 

山田 稔 

渡邊 英世 

 

 

 

  目標 200万円 

本日の投入額  20件  37，000円   

  累   計   1,209,770円 

5月24日(土)に県北第一分区フェローシップ

事業「健康ウォークラリー」があづま総合運動公

園においてホストクラブ福島南RCで開催され、

佐藤信雄会長、佐藤龍史会員の２名が参加しまし

た。赤間浩一南RC会長、阿部正美県北第一分区

ガバナー補佐の挨拶ののちスタート、新緑のあづ

ま総合運動公園内を約１時間散策し、すがすがし

い気持ちでゴール。約１万歩の運動でした。 

県北第一分区フェローシップ事業 

２０２５年５月２４日（土） ９：００～  あづま総合運動公園 

『健康ウォークラリー』 


